
ホ楩ス收納式シングルレバ楩
洗髮シャワ楩混合水栓
䦬䦬商商品品圖圖

䦬䦬安安全全上上ののごご注注意意
●施工前に楞この「安全上のご注意」をよくお讀みのうえ楞正しく施工
してください楟

●ここに示した注意事項は楞狀況によって重大な結果に結び付く可能
性があります楟いずれも楞安全に關する重要な內容を記載していま
すので楞必す守ってください楟

●施工完了後楞正常に作動することを確認するとともに楞取扱說明書
にそってお客さまに使用方法楞お手入れの仕方を說明してください楟

●この施工說明書は楞取扱說明書と共にお客さまで保管頂くように依
賴してください楟

注注意意
湯水を逆に配管しないでください楟
※ 水を出そうとしても楞湯が出てヤケドをすることがあります楟

お客さまに引き渡す前に凍結が予想される場合は水を拔いてお
いてください楟
寒冷地仕樣の水拔方法は楞取扱說明書を參照ください楟
※ 凍結破損で漏水し楞家財等を濡らす財産損害發生の恐れがあります楟

䦬䦬使使用用條條件件
●給水楞給湯壓力は以下の條件を守ってください楟
[ガス給湯器(比例制御式：16號相當)と組み合わせる場合]
給水壓力 最低必要壓力……A＋0.05MPa{0.5kgf/㎠}

最高壓力…………0.75MPa{7.6kgf/㎠}
Aはガス給湯器の最低作動壓力です楟

䤎測定條件
※ レバ楩ハンドルは全開です楟
※ ガス給湯器との組合わせ條件が最も惡い冬期條件(給水溫度5℃楞

吐出溫度42℃)によるものです楟
※ 給水壓力はガス給湯器直前における流動時の靜水壓です楟
※ ガス給湯器の溫度調節は最高溫設定です楟
[貯湯式溫水器と組み合わせる場合]
給水·給湯壓力 最低必要壓力 ………0.05MPa{0.5kgf/㎠}

最高壓力 ……………0.75MPa{7.6kgf/㎠}
䤎溫度調節が容易で使い勝手をよくするために楞給水壓力と給湯壓
力の差を小さくしてください楟

●給水壓力が0.75MPa{7.6kgf/㎠}を越えるような高壓の場合は楞市
販の減壓弁當で0.20MPa{2kgf/㎠}程度に減壓してください楟

●給湯に蒸氣は使用できません楟

䦬䦬施施工工前前ののごご注注意意
●給水は上水道に接續してください楟
※ 溫泉水など異物を多く含む水には使用できません楟

●給水配管が右側楞給湯配管が左側に配管されていることを確かめて
ください楟
※ 逆配管では表示通りに湯が出ません楟

●給湯配管はできるだけ短くし楞必ず保溫材を卷いてください楟
●取付けに必要な專用工具(KG-9)を用意してください楟
●開梱楞取付けの際には商品の表面にキズを付けないように十分注意
してください楟

●取付後の保守点檢のために必ず止水栓（別賣）を設けてください楟
●必ず配管中の異物を完全に洗い流してください楟
●給水·給湯用止水栓の取出位置は化粧臺の施工寸法に準じてください楟
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䦬䦬施施工工方方法法
11.. 本本體體部部のの取取付付けけ

(1) 水栓本體に付いている締付
ナット·スリップワッシャ
楩·パッキンを取り外し楞
本體をカウンタ楩穴に揷入
します楟

(2) レバ楩ハンドルが正面を
向くように締付ナットで
固定します楟
※ 別賣の專用工具(KG-9)

を使用してください楟

パッキン

スリップワッシャ楩

締付ナット

給湯ホ楩ス

スリ楩ブナット

給水ホ楩ス

專用工具
(KG-9)
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33..吐吐水水口口部部のの取取付付けけ
(1) 締付ナット楞ワッシャ楩パ

ッキンを取り外し楞取付脚
を取付穴に揷入します楟

(2) シャワ楩ヘッドが正面を向
くように締付ナットで固定
します楟
※ 別賣の專用工具(KG-9)

を使用してください楟

44.. シシャャワワ楩楩ホホ楩楩ススとと水水栓栓本本郞郞のの接接續續
シャワ楩ホ楩スとホ楩ス接續ナットをスパナでしっかり接續します楟
※ スリ楩ブナットにパッキンがあることを確認してください楟
※ 絶對にシャワ楩ホ楩スをねじらないでください楟
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※ 寒冷地使用の場合楞圖のようにホ楩スが湯·水の止水栓を避け
るように止水栓の向きを調節してください楟

[[給給水水··給給湯湯のの取取出出位位置置にによよ
っってて止止水水栓栓をを垂垂直直にに取取付付けけでで
ききなないい場場合合]]

※ 止水栓の向きを圖のように
外側に約45°以內で傾けて楞
給水·給湯ホ楩スが無理に
曲がらないように調節して
ください楟

(1) スリ楩ブナットを止水栓
に固定します楟
※ スリ楩ブナット內にパ

ッキンがあることを確
認してください楟

※ スパナを使ってしっか
り締めてください楟

※ 絶對に給水·給湯ホ楩
スをねじらないでくだ
さい楟

(2) 給水·給湯ホ楩スを曲げる
場合は楞曲げ半徑を60㎜
以上確保してください楟
無理に曲げるとホ楩スが
損傷し楞漏水の原因とな
ります楟

22.. 給給水水··給給湯湯ホホ楩楩ススとと止止水水栓栓のの接接續續
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給水ホ楩ス
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パッキン
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給水·給湯ホ楩ス

專用工具
(KG-9)
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止水栓
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55.. おおももりりのの固固定定
おもりをホ楩スの赤印の位置に取り
付けます楟
※ ホ楩スをいっぱいまで引き出し

たとき楞止水栓などに引っかか
る場合は楞ストッパ楩の一位置
を調節してください楟
ホ楩ス引出し長さは300~500㎜
を目安としてください楟
ホ楩スを引き出したときのおも
りの下側におもりのストッパ楩
を取り付けます楟

66.. 水水受受けけトトレレ楩楩のの設設置置
使用中ホ楩スを傳わって水が浸
入することがありますので必ず
水受けを設けます楟
※ シャワ楩スタンドの上げ下

げとシャワ楩ヘッドの出し
入れを數回繰り返し楞シャ
ワ楩ホ楩スの水滴が受けら
れることを確認してくださ
い楟

水受けトレ楩

䦬䦬施施工工後後のの調調節節
●●流流量量調調節節
不用意に全開した場合の水の飛散を防止するため楞全開時楞8L/分程
度(市販の洗面器(容量約3L)一杯にするのに30秒弱)になるように
湯水の止水栓を調節してください楟

䦬䦬引引渡渡前前のの確確認認
引渡前および故障時の点檢は以下の要領で行ってください楟

●●故故障障とと点点檢檢
※ 点檢箇所は下圖を參照してください楟

現象 点檢內容 点檢箇處置

流量が少ない

水が 止まらない

希望の溫度が得ら
れない

レバ楩ハンドルが
ガタつく

壓力は十分か?
配管途中に大きな抵抗はないか?
止水栓は十分開いているか?

ゴミかみはないか?
キズはないか?

ゆるみはないか?

壓力は十分か?
流量調節はよいか?

ゆるみはないか?

整流ユニット楞ストレ楩ナ楩に
ゴミ詰まりはないか?

整流ユニット楞ストレ楩ナ楩に
ゴミ等を水で洗い流す

「使用條件」の項參照
抵抗となる障害物を取り除く
止水栓を十分開く

ゴミ詰まりはないか?

ゴミ等を水で洗い流す

「使用條件」の項參照楟
「流量調節」の項參照楟

ゴミ等を水で洗い流す楟

ねじをしっかりと締める楟

キズがあれば部品を交換する
固定ナットを締める楟締めす
ぎるとレバ楩ハンドルが重く
なることがありますので注意
してください
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曲げ半徑を
60mm以上
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ストッパ楩


